長期優良住宅化リフォーム推進事業費補助金における株式会社マルダイ共同事業実施規約
平成　　年　　月　　日
甲：発注者／
㊞
乙：工事施工業者／
　　㊞
丙：共同事業の代表者／株式会社 マルダイ　　代表取締役社長　深澤　裕一郎　　　㊞
（補助金交付への協力）
第１条
 甲、乙と丙は、本契約によりリフォームする建物（以下「本建物」という。）が、国土交通省の採択通知を受けて長期優良住宅化リフォーム推進事業費補助金（以下「本補助金」という。）の交付要件を満たすことを前提に設計された建物であり、本補助金の交付を受けるための所要の手続を、三者協力して共同で行うことを確認する。
（交付申請）
第２条 

甲、乙と丙は、本契約締結後すみやかに、本建物に関する本補助金の交付申請（以下「本申請」という。）を共同して行う。
２．本補助金の申請から受領に要する諸手続については、甲、乙及び丙を代表して丙が行うものとする。
（工事代金支払猶予）
第３条 

本申請は長期優良住宅化リフォーム推進事業実施支援室（以下「支援室」という。）により承認され、本補助金が平成○○年○○月○○日までに交付されることが見込まれるため、乙は甲に対し本契約に定める建築工事請負代金のうち、当該補助金相当額（附帯事務費を除く額）の支払を同期日まで猶予する。
（補助金の受領）
第４条 

本補助金の受領についても、甲、乙及び丙を代表して丙が行うものとし、丙は受領した補助金の内、附帯事務費を除く金額を直ちに乙に支払う。
２．丙は前項の支払い後、すみやかにその旨を甲に通知する。
（工事代金への充当）
第５条 

乙は丙より支払われた補助金を、本契約に定める甲の建築工事請負代金債務の支払に直ちに充当する。
２．乙は前項の充当後、すみやかにその旨を甲に通知する。
（不承認の場合）
第６条 

本申請にもかかわらず本補助金の不交付又は減額が確定した場合には、第３条により補助金交付時期まで支払を猶予している建築工事請負代金の支払いについては、甲、乙及び丙によって誠実に協議するものとする。
（附帯事務費）
第７条 

第２条の補助金申請が支援室に承認された場合には、附帯事務費として所定の金額を含めた補助金が申請者に支払われるが、この附帯の補助金については、本補助金に関する業務を行う乙又は丙が協議の上、取得することを甲は承認する。
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（補助金交付への協力）
第１条 

甲、乙と丙は、本契約によりリフォームする建物（以下「本建物」という。）が、国土交通省の採択通知を受けて長期優良住宅化リフォーム推進事業費補助金（以下「本補助金」という。）の交付要件を満たすことを前提に設計された建物であり、本補助金の交付を受けるための所要の手続を、三者協力して共同で行うことを確認する。
（交付申請）
第２条 

甲、乙と丙は、本契約締結後すみやかに、本建物に関する本補助金の交付申請（以下「本申請」という。）を共同して行う。
２．本補助金の申請から受領に要する諸手続については、甲、乙及び丙を代表して丙が行うものとする。
（補助金の受領）
第３条 

本補助金の受領についても、甲、乙及び丙を代表して丙が行うものとし、丙は受領した補助金の内、附帯事務費を除く金額を直ちに甲に支払う。ただし、支払い方法については、甲、乙及び丙の協議の上、乙が協力することができるものとする。
（不承認の場合）
第４条 

本申請にもかかわらず本補助金の不交付又は減額が確定した場合には、甲、乙及び丙によって誠実に協議するものとする。
（附帯事務費）
第５条 

第２条の補助金申請が支援室に承認された場合には、附帯事務費として所定の金額を含めた補助金が申請者に支払われるが、この附帯の補助金については、本補助金に関する業務を行う乙又は丙が協議の上、取得することを甲は承認する。
